
令和３年度穂北中学校だより

７月号

【女子ソフトテニス】 【軟式野球】

団体１回戦：都農中に勝利 １回戦：穂北中１４－０三納中

２回戦：唐瀬原中に惜敗 ２回戦：穂北中３－６都農中

【サッカー】 【女子バレー】

２回戦 穂北中０－１国光原・妻合同 １回戦：穂北中２－１木城中（公式戦初勝利）

２回戦：穂北中０－２上新田中

【水泳】

【バドミントン】

【陸上】2年生3名が短距離に参加し

ましたが、惜しくも決勝進出はなりませんでした。
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催
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く
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取
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校長

中体連大会、どの部もがんばりました！

【県大会出場選手】

バドミントン・個人

橋口晃拓（シングルス2位）

水泳

藪押汐星（100ｍ背泳ぎ1位、200ｍ背泳ぎ1位）

谷川向日葵（100ｍ自由形7位、200ｍ背泳ぎ6位）

ソフトテニス女子・個人戦

早田凪沙・橋口千里ペア（5位）

山口千智・青山美羽ペア（9位）

県大会の出場者



さいと学・キャリア教育「進路についての学習」 ５月２７日（木）5・6校時

５月27日（木）の５・６校時は、さいと学・キャ

リア教育としての「進路についての学習」を実施しま

した。通常は、複数の高校を招いて高校説明会を実施

するのですが、今年はその説明会に先立ち「高校とは

何をするところで、どんな意識で進学先を選ぶ必要が

あるのか」というマインドセットをすることや、「も

しも将来就職のことで困ったときにはどうすればよい

のか」というセーフティネットを知ることをねらい

として、この学習を実施しました。３年教室をホス

トルームとして、全学年及び希望保護者等へオンラ

イン配信しました。

前半は、「みやざき若者サポートステーション」の

講話です。総括コーディネータの小原さんから、「も

しも将来、就きたい仕事が分からない、見つからな

い」時にどうすればよいかや、「面接の際に、自分の

欠点と思いがちなことを、逆に強みとしてアピール

する方法」についてのワークなど、貴重な学びが得

られました。

後半は、地元の妻高校から、髙橋校長先生と２人

の生徒（濵砂羽玲さん、帳綺羅さん）が来てくださり、３年教室でクロ

ストークを行い、それをライブ配信しました。

髙橋校長先生の、「高校とは、自分づくりをするところであり、世

の中に出た時に必要な力を具体的に鍛えるところである」という本

質的な話と、二人の生徒さんからの非常に具体的で真剣な話が絶妙

にコラボして、中学生たちにも、高校生活が身近に感じられたり、

進学への意欲が高まったりしました。中学生からもたくさんの質問

が出され、とても有意義なクロスストークとなりました。

キャリア教育講話 ５月２6日（水）

元・旭化成支社長の水永正憲氏に来ていただき、「君たちはどう生

きるか」という演題で、将来の激変社会で活躍するための土台作り

につながる講話をしていただきました。

なぜ働くのか。なぜ勉強しないといけないのか、幸せとはなにか

…といった本質的な問いに、生徒達は真剣に向き合っていきました。

最後に15分ほどＱＡタイムがありましたが、中学生から鋭い質問が

次々と出るようになり、生徒達の成長を感じたところでした。 水永正憲氏の講話

ライフプラン・セミナー
6月16日（水）、日本生命・宮崎支

社の方々による出前講座を行っていた

だきました。将来の人生設計や自己実

現の在り方に関し、具体的なイメージ

をもちながら考えていくことのできる

学びが得られました。

キャリア教育を拡充しています！



テスト対策課題を生徒の力で！
６月３０日・７月１日に校内定期テストがあります。一年生にとっては初めての定期テストと

なりますが、このテストに全生徒がしっかり取り組めるよう、生徒会学習委員会が中心となって

「テスト対策プリント」を作成し、それを日々課題として全生徒に取り組ませるという、主体的

な活動が行われてます。

各学年の担当生徒が教科

担の先生に聞き取りをしな

がら自分たちで課題プリン

トを作成していきます。先

生たちが用意する課題に取

り組むだけでなく、生徒自

身の力で課題作成すること

で、理解力や学びに向かう

力が向上すると思います。

ＮＩＥにも取り組んでいます！ 新聞活用した教育をＮＩＥ（Newspaper in Education）と
言いますが、本年度はこのＮＩＥにも取り組んでいます。国語担当の門松先生が、国語の時間を

使って記事の読み方や感想のまとめ方などを指導してくださり、6月10日(水)は全学年で「１４

歳の君へ」という課題に取り組みました。荻上チキさんの評論記事を読んで、２００文字以内で

感想や意見をまとめる作業に、どの生徒もし

っかりと記事に向き合っていました。

大学入試共通テストでも、新聞記事などの

「実用国語」が位置づけられていますが、こ

うしたＮＩＥの取り組みで、読解力が高まっ

ていくことを期待しています。代表生徒の感

想文が毎月一回、宮日新聞の「14歳の君へ」

という欄に掲載されていますので、ご期待ください。

ＩＣＴを活用した授業の研究
生徒一人一人にタブレットが配付されま

したが、それを活用した授業を工夫してい

くことも求められています。

6月1日に、そのような趣旨での研究授

業を行いました。理科の米良先生が、デジ

タル教科書の活用や実験の撮影や考察にタ

ブレットを活用した授業を行い、全教師で

事後研究を行いました。こうした授業を

増やしていこうと思います。

多様な学びに挑戦しています！

実物投影やタブレットの画面投影

デジタル教科書の投影

実験の様子をタブレッで撮影 動画を使って考察先生達の事後研究



※いろは口説き 「東の白隠、西の古月」と称された高僧・古月和尚が作成したという、いろは４８文字で

始まる人生訓である。佐土原では盆踊りで謡われる伝統民俗芸能となっている。

お花をありがとうございます
先月号でご紹介した横山先生が、６月にもお花を活け

てくださいました（左）。また、保護者の方から素敵な

バラをいただきました。ありがとうございます。

【７月の主な行事】

1日……定期テスト

ＰＴＡ企画委員会19:00～
2日……参観日・学校保健委員会

５日……性教育(全学年)

７日……校内ハローワーク(３年)

９日……県中体連激励会

12日……さいと学・地域伝統文化

17・18日…県中体連(ソフトテニス、水泳)

20日…終業式

25日…県中体連(バドミントン)

26～30日…三者面談（３年生）

30日…西都市教職員ブラッシュアップ研修
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史
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憶
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史
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懐
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０
０
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頼
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右
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滔
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流
れ
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入
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踊
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流
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た
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（
校
長

伊
東
泰
彦
）

s48版の社会科副読本

現在の杉安井堰 取水口から流れる水


